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第 27回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ） 総 会 派 遣 参 議 院

代 表 団 報 告 書  

 

団   長  参 議 院 議 員   柳 本  卓 治  

     同       福 島 み ず ほ  

同   行  国 際 会 議 課   桑 山  直 樹  

会 議 要 員  同       小 島  功 平  

 同     同       井 田 理 佳 子  

 

 第 27回 ア ジ ア ・ 太 平 洋 議 員 フ ォ ー ラ ム （ Ａ Ｐ Ｐ Ｆ ） 総 会 は 、 2019

年 １ 月 14日 （ 月 ） か ら 17日 （ 木 ） ま で の ４ 日 間 、 カ ン ボ ジ ア ・ シ ェ

ム リ ア ッ プ の ソ カ ・ シ ェ ム リ ア ッ プ ・ リ ゾ ー ト ・ ア ン ド ・ コ ン ベ ン

シ ョ ン セ ン タ ー に お い て 、 20の 加 盟 国 （ 日 本 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 カ

ン ボ ジ ア 、 カ ナ ダ 、 チ リ 、 中 国 、 イ ン ド ネ シ ア 、 韓 国 、 ラ オ ス 、 マ

レ ー シ ア 、 メ キ シ コ 、 ミ ク ロ ネ シ ア 、 モ ン ゴ ル 、 ニ ュ ー ジ ー ラ ン

ド 、 パ プ ア ニ ュ ー ギ ニ ア 、 フ ィ リ ピ ン 、 ロ シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 タ

イ 、 ベ ト ナ ム ） 及 び オ ブ ザ ー バ ー 国 （ ブ ル ネ イ ） か ら 約 150名 の 議

員 が 参 加 し て 開 催 さ れ た 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 日 本 の 国 会 議 員 の イ ニ シ ア テ ィ ブ に 基 づ い て 1993年

１ 月 に 組 織 さ れ た 議 員 フ ォ ー ラ ム で 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 政 治 ・

安 全 保 障 、 地 域 協 力 等 に つ い て 加 盟 国 の 議 員 が 討 議 を 重 ね て お り 、

現 在 27か 国 が 加 盟 し て い る 。 日 本 国 会 は 1996年 の 第 ４ 回 総 会 か ら 継

続 し て 代 表 団 を 公 式 に 派 遣 し て い る 。  

 今 次 総 会 に 派 遣 さ れ た 参 議 院 代 表 団 は 、 個 人 参 加 の 中 曽 根 弘 文 参

議 院 議 員 及 び 衆 議 院 代 表 団 と 共 に 日 本 国 会 代 表 団 を 結 成 し 、 団 長 に

柳 本 卓 治 参 議 院 議 員 、 団 長 代 行 に 大 島 敦 衆 議 院 議 員 、 副 団 長 に 後 藤

田 正 純 衆 議 院 議 員 を 選 出 し た 。  

 代 表 団 は 、 総 会 の 議 題 に 関 す る ３ 件 の 決 議 案 を 事 前 に 提 出 し 、 現

地 で は 、 本 会 議 に お い て 決 議 案 の 趣 旨 を 説 明 す る と と も に 、 ワ ー キ

ン グ ・ グ ル ー プ 及 び 起 草 委 員 会 に お い て 各 国 の 主 張 と 調 整 し な が ら

成 案 の 取 り ま と め を 行 っ た 。 ま た 、 要 人 表 敬 及 び 各 国 代 表 団 と の 二

国 間 会 談 等 を 積 極 的 に 実 施 し た 。  

 以 下 、 本 報 告 書 で は 、 今 次 総 会 に お け る 参 議 院 代 表 団 の 活 動 を 中

心 に 述 べ る こ と と す る 。  

 

１ ． 執 行 委 員 会  

 執 行 委 員 会 は 14日 （ 月 ） 午 前 に 開 会 さ れ 、 日 本 、 カ ン ボ ジ ア 、 モ

ン ゴ ル 、 ロ シ ア 、 イ ン ド ネ シ ア 、 ラ オ ス 、 チ リ 、 カ ナ ダ 及 び オ ー ス

ト ラ リ ア の 代 表 が 出 席 し 、 日 本 か ら は 柳 本 団 長 が 出 席 し た 。 同 委 員
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会 の 議 事 は 、 今 次 総 会 会 長 ・ 執 行 委 員 会 委 員 長 で あ る ヘ ン ・ サ ム リ

ン ・ カ ン ボ ジ ア 国 民 議 会 議 長 が 主 宰 し た 。  

冒 頭 、 2017年 １ 月 に 開 催 さ れ た 第 25回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 会 長 を 務 め 、

2018年 12月 に 逝 去 さ れ た チ コ ・ フ ァ タ フ ェ ヒ ・ ル ベ ニ ・ フ ィ ジ ー 議

会 議 長 に 対 す る 黙 と う が さ さ げ ら れ た 。  

引 き 続 い て 、 各 国 代 表 団 に よ る 自 己 紹 介 が 行 わ れ 、 柳 本 団 長 は 、

カ ン ボ ジ ア と し て 初 め て と な る Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 の 主 催 に 祝 意 を 表 す る

と と も に 、 決 議 案 の 審 査 や 議 論 を 通 じ て 会 議 に 貢 献 し た い 旨 発 言 し

た 。  

次 に 、 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 か ら 、 今 次 総 会 の 議 題 及 び 会 議 日 程 並

び に 本 会 議 、 女 性 議 員 会 議 及 び 起 草 委 員 会 の 議 事 主 宰 者 に つ い て 提

案 が あ り 、 い ず れ も 異 議 な く 了 承 さ れ た 。  

ま た 、 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 か ら 、 今 次 総 会 に は 各 加 盟 国 か ら 計 43

件 の 決 議 案 が 提 出 さ れ て い る こ と が 報 告 さ れ 、 決 議 案 の 審 査 の た

め 、 関 係 各 国 は ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ 及 び 起 草 委 員 会 に 出 席 す る よ

う 要 請 が な さ れ た 。  

最 後 に 、 今 後 の 総 会 主 催 国 に 関 し 、 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 か ら 、

2020年 の 第 28回 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 は オ ー ス ト ラ リ ア が 主 催 予 定 で あ る

旨 、 及 び 今 次 総 会 の 最 終 本 会 議 に お い て 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 旗 を 同 国 に 引 き

渡 し た い 旨 の 発 言 が あ っ た 。 ま た 、 柳 本 団 長 は 、 2021年 の 第 29回 総

会 に 関 し 、 既 に 韓 国 か ら 中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 に 対 し て 主 催

の 意 向 が 示 さ れ て い る 旨 紹 介 し た 上 で 、 今 次 総 会 で は 同 国 に よ る 主

催 の 意 向 を 確 認 す る よ う 提 案 し た と こ ろ 、 そ の と お り 了 承 さ れ た 。  

 

２ ． 開 会 式  

 開 会 式 は 15日 （ 火 ） 午 前 に 挙 行 さ れ た 。  

 冒 頭 、 2018年 12月 に 逝 去 さ れ た ル ベ ニ ・ フ ィ ジ ー 議 会 議 長 に 対 す

る 黙 と う が さ さ げ ら れ た 。  

 次 に 、 ノ ロ ド ム ・ シ ハ モ ニ ・ カ ン ボ ジ ア 王 国 国 王 の 祝 電 が 紹 介 さ

れ た 。 シ ハ モ ニ 国 王 は 、 今 次 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 に 出 席 し た 全 て の 参 加 代

表 を 歓 迎 し た 上 で 、 多 極 化 す る 世 界 秩 序 に 特 徴 付 け ら れ る 新 た な 時

代 に お い て 相 互 に 関 連 し た 複 雑 な 課 題 に 向 き 合 う た め 、 対 話 及 び 国

際 協 力 の 重 要 性 を 強 調 し た 。 ま た 、 単 独 行 動 主 義 、 保 護 主 義 、 過 激

主 義 、 ナ シ ョ ナ リ ズ ム 及 び ポ ピ ュ リ ズ ム の 脅 威 が 台 頭 す る 中 に お け

る 多 国 間 主 義 及 び ル ー ル に 基 づ く 国 際 シ ス テ ム の 強 化 並 び に 国 連 持

続 可 能 な 開 発 の た め の 2030ア ジ ェ ン ダ の 達 成 の た め の 強 力 な 国 際 連

携 の 構 築 を 呼 び か け た 。  

 次 に 、 柳 本 団 長 が 中 曽 根 康 弘 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 名 誉 会 長 の 祝 辞 を 概 要 以 下

の と お り 代 読 し た 。  
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カ ン ボ ジ ア 王 国 が 初 め て 主 催 す る 今 回 の Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 総 会 が 、 同 国 の

国 旗 に も 描 か れ て い る ア ン コ ー ル ワ ッ ト 遺 跡 を 臨 む シ ェ ム リ ア ッ プ

で 開 催 さ れ る こ と を う れ し く 思 う 。  

 昨 年 も 世 界 情 勢 は 大 き な 変 動 を 見 せ た 。 安 全 保 障 分 野 に 関 し て

は 、 ６ 月 に 史 上 初 と な る 米 朝 首 脳 会 談 が 開 催 さ れ た こ と が 特 筆 さ れ

る も の の 、 朝 鮮 半 島 の 非 核 化 に 向 け た 実 質 的 な 前 進 は 見 ら れ ず 、 今

後 も 注 視 を 続 け な け れ ば な ら な い 。  

 経 済 ・ 貿 易 面 で は 、 一 部 に 保 護 主 義 的 な 動 き が 見 ら れ る 一 方 で 、

Ｔ Ｐ Ｐ 11の 発 効 や Ｒ Ｃ Ｅ Ｐ の 交 渉 妥 結 に 向 け た 動 き と い っ た 自 由 貿

易 体 制 を 堅 持 す る 流 れ が 強 固 に あ る こ と を 心 強 く 思 う 。 さ ら に は 、

地 球 温 暖 化 を 始 め と す る 環 境 問 題 、 災 害 対 策 、 感 染 症 対 策 、 移 民 ・

難 民 問 題 、 テ ロ リ ズ ム 及 び 暴 力 的 過 激 主 義 へ の 対 応 な ど で は 、 こ れ

ま で 以 上 に 各 国 の 緊 密 な 連 携 が 必 要 と さ れ て い る 。  

 我 々 政 治 家 は 、 刻 々 と 変 化 す る 国 際 社 会 と い う 大 海 原 を 航 海 し な

が ら 自 国 民 の 幸 福 を 追 求 す る と と も に 、 国 際 社 会 の 平 和 と 安 定 を 図

ら な け れ ば な ら な い 。 我 々 の 航 海 に も 航 路 を 指 し 示 す 羅 針 盤 が 必 要

で あ り 、 各 国 の 政 治 家 は 、 長 期 的 な 視 野 に 立 っ て 政 策 を 考 え 、 伝

統 ・ 文 化 、 歴 史 、 哲 学 に 裏 打 ち さ れ た 大 局 観 を 基 に 、 現 在 の 諸 課 題

に 取 り 組 む こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 1993年 に Ａ Ｐ Ｐ Ｆ は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 特 有 の 人 種 、 民 族 、 宗

教 、 伝 統 ・ 文 化 及 び 政 治 体 制 の 多 様 性 を 前 提 と し て 、 寛 容 、 柔 軟

性 、 連 帯 及 び 協 調 を 旨 と し な が ら 、 相 互 信 頼 、 相 互 尊 重 及 び 相 互 理

解 を 図 る こ と を 目 的 に 産 声 を 上 げ 、 そ の 後 四 半 世 紀 以 上 に わ た り 、

創 設 時 の 理 念 を 片 時 も 揺 る が せ る こ と な く 着 実 な 歩 み を 続 け て き

た 。  

 毎 年 、 総 会 の 報 告 を 受 け る た び に 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ が 進 化 を 遂 げ て い る

こ と を 目 の 当 た り に し 、 感 嘆 を 禁 じ 得 な い 。 近 年 の 顕 著 な 進 化 の 例

は 、 女 性 議 員 会 議 の 常 設 化 で あ り 、 こ の 取 組 は カ ナ ダ 、 フ ィ ジ ー 、

ベ ト ナ ム と 引 き 継 が れ 、 こ こ カ ン ボ ジ ア で 初 め て 公 式 会 議 と し て 開

催 さ れ る に 至 っ た 。 関 係 国 を 始 め 、 女 性 議 員 会 議 の 活 動 を 主 導 し て

き た 議 員 各 位 の 尽 力 に 心 か ら 敬 意 と 感 謝 の 意 を 表 す る 。  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ が ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 の 傑 出 し た 議 員 フ ォ ー ラ ム で あ り

続 け る た め に は 、 時 代 の 変 化 を 鋭 敏 に 捉 え 、 各 国 国 民 の 要 請 を 丁 寧

に す く い 上 げ 、 未 来 に 向 け た ビ ジ ョ ン を 示 し つ つ 、 大 胆 に 歩 み を 進

め て い か な け れ ば な ら な い 。 今 次 総 会 に 集 っ た 各 国 の 議 員 が 、 現 状

に 甘 ん ず る こ と な く 、 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 更 な る 発 展 に 向 け て 果 敢 に 挑 戦 さ

れ る こ と を 切 に 期 待 す る 。  

続 い て 、 前 回 総 会 主 催 国 で あ る ベ ト ナ ム の グ エ ン ・ テ ィ ・ キ ム ・

ガ ン 国 会 議 長 が 演 説 し た 。 同 議 長 は 、 貿 易 摩 擦 、 保 護 主 義 、 未 解 決
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の 紛 争 並 び に テ ロ リ ズ ム 、 サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ 、 越 境 犯 罪 、 気 候

変 動 、 伝 染 病 及 び 自 然 災 害 と い っ た 非 伝 統 的 な 安 全 保 障 上 の 脅 威 か

ら 生 じ る 潜 在 的 リ ス ク に 対 す る 懸 念 を 提 起 す る と と も に 、 緊 密 な 組

織 横 断 的 協 力 、 地 域 の 議 会 間 及 び 立 法 ・ 行 政 組 織 間 の 連 携 の 強 化 並

び に Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 採 択 決 議 の 履 行 を 監 督 す る 仕 組 み の 構 築 な ど 、 前 回 総

会 で 採 択 さ れ た ハ ノ イ 宣 言 の 履 行 を 継 続 す る よ う 要 請 し た 。  

次 に 、 フ ン ・ セ ン ・ カ ン ボ ジ ア 首 相 が 演 説 し 、 貿 易 摩 擦 、 武 力 紛

争 、 国 境 を 越 え る テ ロ リ ズ ム 及 び 不 法 取 引 、 気 候 変 動 、 自 然 災 害 、

食 料 安 全 保 障 、 貧 困 な ど の 世 界 的 な 課 題 に 対 し 、 全 て の 国 が 一 致 し

て 取 り 組 む よ う 要 請 し た 。 ま た 、 国 際 法 、 特 に 内 政 不 干 渉 及 び 紛 争

の 平 和 的 解 決 の 原 則 の 遵 守 は 、 地 域 及 び 世 界 の 平 和 及 び 安 全 保 障 に

資 す る 旨 強 調 し た 。  

次 に 、 サ イ ・ チ ュ ム ・ カ ン ボ ジ ア 上 院 議 長 が 演 説 し 、 各 国 は そ れ

ぞ れ の 統 治 形 態 の 基 礎 を 成 す 歴 史 的 、 政 治 的 、 社 会 的 及 び 文 化 的 背

景 を 有 し て い る こ と を 指 摘 す る と と も に 、 持 続 可 能 な 開 発 は 平 和 及

び 安 全 保 障 と 不 可 分 で あ る こ と を 強 調 し た 。  

最 後 に 、 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 が 演 説 し 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 及 び

世 界 に お け る 平 和 及 び 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 対 話 及 び 協 力 を 促 進

す る Ａ Ｐ Ｐ Ｆ の 重 要 性 を 強 調 す る と と も に 、 多 極 化 す る 現 在 の 世 界

に お い て 、 不 可 避 的 に も た ら さ れ る 緊 張 及 び 対 立 に 対 処 す る た め 、

地 域 各 国 は 国 際 法 に 基 づ く 平 和 的 手 段 に よ り 問 題 を 解 決 す べ き 旨 述

べ た 後 、 総 会 の 開 会 を 宣 言 し た 。  

 

３ ． 女 性 議 員 会 議  

 Ａ Ｐ Ｐ Ｆ に お け る 女 性 議 員 会 議 は 2016年 の 第 24回 バ ン ク ー バ ー 総

会 以 降 非 公 式 に 開 催 さ れ て い た が 、 2018年 の 第 26回 ハ ノ イ 総 会 の 際

の 規 則 改 正 に よ り 、 総 会 の 際 に 公 式 会 議 と し て 開 催 さ れ る こ と と な

っ た 。  

公 式 会 議 と し て 初 開 催 と な る 今 次 女 性 議 員 会 議 は 、 14日 （ 月 ） 午

後 に 開 催 さ れ 、 ジ ェ ン ダ ー 平 等 、 女 性 及 び 女 児 の エ ン パ ワ ー メ ン ト

等 に 関 す る 三 つ の 議 題 に 基 づ き 、 参 加 各 国 の 代 表 が 発 言 し た 。  

福 島 み ず ほ 参 議 院 議 員 は 概 要 以 下 の と お り 発 言 し た 。  

昨 年 の 国 会 で 、 衆 参 両 院 及 び 地 方 議 会 の 選 挙 に お い て 、 男 女 の 候

補 者 数 が で き る 限 り 均 等 と な る こ と を 目 指 す こ と な ど を 定 め た 政 治

分 野 に お け る 男 女 共 同 参 画 の 推 進 に 関 す る 法 律 が 成 立 し た 。 こ の 法

律 に よ り 、 本 年 行 わ れ る 地 方 議 会 議 員 選 挙 や 参 議 院 議 員 選 挙 に お い

て 、 女 性 の 候 補 者 数 及 び 当 選 者 数 の 双 方 が 増 加 す る こ と を 期 待 し て

い る 。  

日 本 で は 、 女 性 の 貧 困 や 女 性 に 対 す る 暴 力 も 問 題 と な っ て い る 。
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昨 年 に は 、 財 務 省 事 務 次 官 が 女 性 記 者 に 対 し て セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ

ス メ ン ト を 行 っ て い た こ と が 明 ら か と な っ た ほ か 、 性 暴 力 を 受 け た

女 性 の 告 発 な ど が 相 次 ぎ 、 「 #Me Too」 運 動 が 起 こ っ た 。 刑 法 が 改

正 さ れ 、 性 暴 力 に 対 す る 厳 罰 化 が 行 わ れ た が 、 い ま だ 不 十 分 で あ

り 、 更 な る 改 正 が 必 要 で あ る 。  

各 都 道 府 県 に は 、 性 暴 力 被 害 者 を 支 援 す る ワ ン ス ト ッ プ 支 援 セ ン

タ ー が 置 か れ る よ う に な っ た 。 被 害 者 支 援 を 更 に 充 実 さ せ る た め に

は 、 病 院 拠 点 型 施 設 を 増 や す べ き で あ り 、 野 党 は 性 暴 力 被 害 者 支 援

法 案 を 国 会 に 提 出 し て い る 。  

国 際 的 枠 組 み に 関 し て は 、 日 本 は 女 性 差 別 撤 廃 条 約 を 批 准 し て い

る 一 方 、 選 択 議 定 書 は 批 准 し て い な い 。 ま た 、 欧 州 評 議 会 が 作 成 し

た 「 女 性 に 対 す る 暴 力 及 び ド メ ス テ ィ ッ ク ・ バ イ オ レ ン ス 防 止 条

約 」 が 日 本 に お い て 批 准 さ れ る よ う 努 力 し て い き た い 。  

最 後 に 、 「 平 和 と 平 等 は 、 手 を 携 え て や っ て く る 」 と い う 言 葉 を

お 伝 え し た い 。 日 本 は 、 憲 法 ９ 条 を 有 し 、 戦 後 74年 間 、 戦 争 す る こ

と は な か っ た 。 憲 法 ９ 条 は 、 日 本 国 民 へ の 約 束 で あ る と 同 時 に ア ジ

ア ・ 太 平 洋 の 人 々 に 対 す る 約 束 で も あ る 。 平 和 は 平 等 の 基 盤 で あ

り 、 憲 法 ９ 条 を 守 る た め 、 世 界 中 の 多 く の 人 々 と 力 を 合 わ せ て い き

た い 。  

 

４ ． 本 会 議 （ 最 終 本 会 議 を 除 く ）  

 本 会 議 は 15日 （ 火 ） 及 び 16日 （ 水 ） に 「 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す

る 問 題 」 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題 」 及 び 「 ア ジ ア ・ 太 平 洋 に

お け る 地 域 協 力 」 を 議 題 と し て 開 催 さ れ た 。 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 が

本 会 議 議 長 を 務 め 、 カ ン ボ ジ ア の グ オ ン ・ ネ ル 国 民 議 会 第 一 副 議 長

及 び ク オ ン ・ ソ ダ リ ー 同 第 二 副 議 長 が 副 議 長 を 務 め た 。  

 

（ １ ） 政 治 及 び 安 全 保 障 に 関 す る 問 題  

 地 域 に お け る 平 和 、 安 全 保 障 及 び 持 続 可 能 な 開 発 の た め の 信 頼 構

築 、 テ ロ リ ズ ム 及 び 越 境 犯 罪 と の 闘 い 、 サ イ バ ー 空 間 の 利 用 促 進 に

向 け た 議 会 間 協 力 の 強 化 等 に つ い て 各 国 の 代 表 が 発 言 し た 。  

 牧 島 か れ ん 衆 議 院 議 員 は 、 「 朝 鮮 半 島 の 非 核 化 の 実 現 に 関 す る 決

議 案 」 に 関 し 、 北 朝 鮮 の 核 ・ ミ サ イ ル 問 題 及 び 拉 致 問 題 の 解 決 に 向

け た 取 組 の 重 要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 ま た 、 福 田 昭 夫 衆 議 院 議 員 は 、 朝 鮮 半 島 の 平 和 と 安 定 の た め に

は 、 非 核 化 と 共 に 朝 鮮 戦 争 の 終 戦 宣 言 を 行 う 必 要 が あ る こ と 等 に つ

い て 発 言 し た 。  

 

（ ２ ） 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 問 題  
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 貿 易 及 び 包 摂 的 成 長 の 促 進 の た め の 強 固 な 制 度 の 構 築 、 中 小 企 業

の 金 融 へ の ア ク セ ス 及 び 職 業 訓 練 の 促 進 、 電 子 商 取 引 を 通 じ た 地 域

の 連 結 性 の 強 化 等 に つ い て 各 国 の 代 表 が 発 言 し た 。  

 後 藤 田 副 団 長 は 、 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 持 続

可 能 な 開 発 の 達 成 に 向 け て 国 レ ベ ル の み で は な く 都 市 レ ベ ル に お い

て も 取 組 を 進 め る 必 要 性 、 保 護 主 義 と の 闘 い 及 び 自 由 貿 易 促 進 の 重

要 性 等 を 中 心 に 趣 旨 説 明 を 行 っ た 。  

 ま た 、 福 田 議 員 は 、 行 き 過 ぎ た 貿 易 自 由 化 に よ り 農 業 の 多 様 性 が

失 わ れ る こ と へ の 懸 念 を 示 す と と も に 、 適 切 な 関 税 の 設 定 と セ ー フ

ガ ー ド 付 自 由 貿 易 体 制 を 構 築 す る 重 要 性 等 に つ い て 発 言 し た 。  

 さ ら に 、 田 畑 裕 明 衆 議 院 議 員 は 、 デ ジ タ ル 技 術 及 び イ ノ ベ ー シ ョ

ン の 活 用 に 焦 点 を 当 て て 産 業 人 材 を 育 成 す る 必 要 性 等 に つ い て 発 言

し た 。  

 

（ ３ ） ア ジ ア ・ 太 平 洋 に お け る 地 域 協 力  

 気 候 変 動 に 対 す る 議 会 の 役 割 、 防 災 協 力 の 促 進 、 地 域 に お け る 文

化 の 多 様 性 及 び 観 光 の 促 進 等 に つ い て 各 国 の 代 表 が 発 言 し た 。  

 大 島 団 長 代 行 は 、 「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 に 関 し 、 自 然 災 害 に 対

し て 十 分 な 備 え を 有 す る 強 靱 な 社 会 を 構 築 す る 必 要 性 等 を 中 心 に 趣

旨 説 明 を 行 っ た 。  

 

５ ． ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ  

 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ は 14日 （ 月 ） 午 後 及 び 15日 （ 火 ） に 開 催 さ

れ た 。 日 本 を 始 め と す る 各 国 か ら 提 出 さ れ た 計 43件 の 決 議 案 が 審 査

さ れ 、 同 種 の 決 議 案 に つ い て は 、 一 本 化 作 業 が 進 め ら れ た 。  

日 本 提 出 決 議 案 に 関 し て は 、 牧 島 議 員 が 「 朝 鮮 半 島 の 非 核 化 の 実

現 に 関 す る 決 議 案 」 を 、 後 藤 田 副 団 長 が 「 経 済 及 び 貿 易 に 関 す る 決

議 案 」 を 、 大 島 団 長 代 行 が 「 防 災 に 関 す る 決 議 案 」 を そ れ ぞ れ 担 当

し 、 我 が 国 の 立 場 を 主 張 し つ つ 同 種 の 決 議 案 の 提 出 国 及 び 関 係 国 と

の 間 で 文 言 調 整 を 進 め た 。  

 

６ ． 起 草 委 員 会  

 起 草 委 員 会 は 16日 （ 水 ） に 開 催 さ れ 、 フ ン ・ メ ニ ー ・ カ ン ボ ジ ア

国 民 議 会 議 員 が 起 草 委 員 会 委 員 長 を 務 め た 。 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ

か ら 起 草 委 員 会 に 送 付 さ れ た 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案 の 審 査 が

行 わ れ 、 所 要 の 修 正 が 加 え ら れ た 後 、 最 終 本 会 議 へ の 上 程 が 決 定 さ

れ た 。  

 な お 、 ワ ー キ ン グ ・ グ ル ー プ か ら 送 付 さ れ た 決 議 案 の う ち 、 カ ナ

ダ が 提 出 し た ミ ャ ン マ ー ・ ラ カ イ ン 州 の イ ス ラ ム 教 徒 で あ る ロ ヒ ン



 

- 7 -

ギ ャ に 関 す る 決 議 案 に つ い て は 参 加 国 間 の 合 意 が 得 ら れ な か っ た た

め 、 本 会 議 へ の 上 程 が 見 送 ら れ た 。  

 

７ ． 最 終 本 会 議  

 最 終 本 会 議 は 16日 （ 水 ） 午 後 に 開 催 さ れ た 。  

 ま ず 、 ク オ ン ・ ソ ダ リ ー ・ カ ン ボ ジ ア 国 民 議 会 第 二 副 議 長 が 女 性

議 員 会 議 の 概 要 を 報 告 し た 。  

次 い で 、 フ ン ・ メ ニ ー 起 草 委 員 会 委 員 長 が 、 今 次 総 会 の 内 容 を 要

約 し た 議 長 声 明 を 読 み 上 げ た 後 、 起 草 委 員 会 に お け る 審 査 の 結 果 、

最 終 的 に 14件 の 決 議 案 を 取 り ま と め た 等 、 同 委 員 会 の 概 要 を 報 告 し

た 。  

次 い で 、 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 に よ り 決 議 案 及 び 共 同 コ ミ ュ ニ ケ 案

が 採 択 に 付 さ れ 、 そ れ ぞ れ 全 会 一 致 を も っ て 採 択 さ れ た 。 引 き 続

き 、 共 同 コ ミ ュ ニ ケ へ の 署 名 式 が 行 わ れ 、 柳 本 団 長 を 始 め と す る 各

国 代 表 が 署 名 し た 。  

次 い で 、 次 回 総 会 主 催 国 で あ る オ ー ス ト ラ リ ア の ス コ ッ ト ・ ラ イ

ア ン 上 院 議 長 が 受 諾 演 説 を 行 っ た 後 、 カ ン ボ ジ ア か ら Ａ Ｐ Ｐ Ｆ 旗 を

引 き 継 い だ 。  

最 後 に 、 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 が 閉 会 を 宣 言 し た 。  

 

８ ． 要 人 表 敬 、 二 国 間 会 談 等  

 柳 本 団 長 は 、 各 国 代 表 団 団 長 と 共 に ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 を 表 敬 し

た 。 ま た 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 フ ン ・ セ ン ・ カ ン ボ ジ ア 首 相 を 表 敬

し 、 両 国 関 係 等 に つ い て 意 見 交 換 を 行 っ た 。  

さ ら に 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 韓 国 、 メ キ シ コ 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、

カ ナ ダ 及 び ベ ト ナ ム の 各 代 表 団 と の 二 国 間 会 談 並 び に 日 中 韓 ３ か 国

代 表 団 に よ る 昼 食 懇 談 会 を 行 い 、 各 国 議 員 と 意 見 交 換 を 行 っ た 。 ま

た 、 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 主 催 夕 食 会 及 び フ ン ・ セ ン 首 相 主 催 ア ジ ア

文 化 評 議 会 （ Ａ Ｃ Ｃ ） 設 立 記 念 ガ ラ ・ デ ィ ナ ー に 出 席 し 、 各 国 議 員

と 交 流 し た ほ か 、 現 地 在 留 邦 人 と の 懇 談 を 行 っ た 。  

こ の ほ か 、 柳 本 団 長 は 、 最 終 本 会 議 終 了 後 、 他 の 代 表 団 団 長 等 と

共 に 記 者 会 見 に 出 席 し 、 今 次 総 会 の 所 感 等 を 述 べ た 。  

 

９ ． 終 わ り に  

 今 次 総 会 に お い て 、 日 本 国 会 代 表 団 は 、 ア ジ ア ・ 太 平 洋 地 域 が 直

面 す る 共 通 の 課 題 に つ い て 各 国 代 表 団 と 率 直 か つ 忌 憚 の な い 意 見 交

換 を 行 い 、 朝 鮮 半 島 情 勢 、 経 済 及 び 貿 易 並 び に 防 災 協 力 に 関 し 、 日

本 提 出 の 決 議 案 を 基 に 協 議 を 主 導 す る な ど 、 会 議 の 成 功 に 積 極 的 に

貢 献 し た 。  
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 ま た 、 会 議 期 間 中 に 各 国 代 表 団 と の 二 国 間 会 談 を 積 極 的 に 実 施 し

た ほ か 、 日 中 韓 ３ か 国 代 表 団 に よ る 昼 食 懇 談 会 を 主 催 し て 、 参 加 各

国 の 議 員 と の 友 好 促 進 及 び 信 頼 醸 成 に 努 め た 。  

 今 次 総 会 の 開 催 に 当 た り 、 ヘ ン ・ サ ム リ ン 議 長 を 始 め と す る 多 く

の カ ン ボ ジ ア 国 会 関 係 者 か ら 賜 っ た 御 厚 情 に 対 し 心 か ら 感 謝 の 意 を

表 す る と と も に 、 御 協 力 い た だ い た 在 カ ン ボ ジ ア 日 本 国 大 使 館 及 び

在 シ ェ ム リ ア ッ プ 日 本 国 領 事 事 務 所 の 関 係 各 位 に 対 し 御 礼 を 申 し 上

げ 、 本 報 告 を 終 え る 。  


